
平成 28 年度 学校評価 学生との懇談会 

富士吉田市立看護専門学校 

自己点検・自己評価委員会 

1.目的 

 本懇談会は学校評価の一環として、学則 32 条“自己点検及び評価”に基づき、学校における教育

活動の状況について、自ら点検及び自己評価を行うために開催し、今後の学校運営に活かすことを

目的とする。 

 

2.日時 

 平成 29 年 2 月 7 日（火）16：30～17：40 

 

3.参加者 

1）教職員 

樫本校長、中田副校長、庶務課真田課長、庶務課奥脇課長補佐、渡邊なおみ科長、渡邊貴子実習

調整者 

2）学生代表 

①学生自治会代表 3 名 

②学年代表：1 学年 2 名、2 学年 2 名、3 学年 2 名 

3）運営 

  司会：瀧口 書記：後藤 （自己点検・自己評価委員） 

 

4.懇談会までの状況 

 平成 28 年 12 月に全学生を対象に学校満足度・学生実態調査を実施。平成 29 年 1 月に調査結果をま

とめ、学生からの意見、要望について庶務課、看護科からの解答を提示した。この内容をもっての懇

談会とした。 

 

5. 懇談会プログラム 

① はじめのことば（委員） 

② 学校長挨拶 

③ 懇談会の目的・方法の確認（司会） 

④ 学生満足度調査の結果･要望（司会） 

⑤ 学校からの回答（庶務課、看護科科長） 

⑥ 学生からの意見（各学生代表） 

⑦ 議題 

⑧ 副校長挨拶 

⑨ おわりのことば（委員） 

  

 

  



6.懇談会実施状況 

1）学生からの意見  ※調査結果の解答については平成 28 年度学生満足度調査を参照のこと。 

「全体」に関して 

「売店」に関して 

  「掃除用具」に関して 

  「物品管理」に関して 

 「教員間の連携」に関して 

 「その他、学校への意見」 

 上記の内容について、各担当部署（庶務課、看護科）から回答があり協議が行われた。 

 

 2）その他の議題 

  特になし。 

 

7.学生との懇談会を終えて 

 開校して以来、初の学生との懇談会を開催して、平成 21 年から行っている“学生満足度・実態調

査”内での学生からの意見・要望を、「学生の生の声」として聴く事ができた。調査では学生の持って

いるニーズは見えても、具体的な状況・様子までは把握しきれない。意見交換を行うことによって、

より詳細な部分まで話し合うことができ、学生参加型のより良い学校運営について考える機会となっ

た。 

 今後、地域でも選ばれる学校、学生が主体的に学ぶ意識を持つ学校、地域の看護の担い手を育む学

校として、教職員だけでなく学生一人ひとりが、より良い学校づくりに主体的な参加をできるよう、

本懇談会を継続して開催していきたい。 


